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平成３０年第８回 邑南町議会定例会（第２日目）会議録 

【平成３０年１２月７日（金）】 

―― 午前 ９ 時３０分 開議 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開議宣告 

●山中議長（山中康樹） おはようございます。定足数に達しておりますので、これより、本 

日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございま

す。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●山中議長（山中康樹） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１２番、亀山議員。 

１３番、石橋議員。お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

●山中議長（山中康樹） ここで休憩に入らせていただきます。このあと、第２委員会室にお 

きまして、全員協議会を開催いたします。議員ならびに執行部の方は、ご出席をください。

本会議の再開は、全員協議会終了後とさせていただきます。 

―― 午前９時３１分 休憩 ―― 

―― 午前９時４７分 再開 ―― 

～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 議案の撤回 

●山中議長（山中康樹） 再開をいたします。日程第２、議案の撤回。議案第９５号、平成３ 

０年度邑南町一般会計補正予算第６号の撤回について、を議題といたします。第１日目の

日程第６において上程、説明が行われました、議案第９５号、平成３０年度邑南町一般会

計補正予算第６号について、を撤回したいとの申し出がありました。提出者からの説明を

求めます。 

○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） お手元に事件の撤回請求書をお配りしていると思いますので、それ 

をご覧ください。１２月３日に提出した事件は、次の理由により撤回したいので、会議規

則第１９条の規定により請求します。件名でございますが、議案第９５号、平成３０年度

邑南町一般会計補正予算第６号についての撤回でございます。理由でございますが、平成

３０年度一般会計補正予算第６号についての内容に不備があったので撤回をお願いいた

します。以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。詳細につきましては、企画財政

課長から説明をさせますのでよろしくお願いします。 
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○柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 企画財政課長。 

○柳川企画財政課長（柳川修司） 議案第９５号、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第６ 

号につきましては、撤回させていただきますようお願いいたします。理由といたしまして

は、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第６号で表記しております補正前の額が、一部

において直前の補正である平成３０年度邑南町一般会計補正予算第５号の補正額を正し

く反映しておらず、結果としまして平成３０年度邑南町一般会計補正予算第６号の補正後

の額も誤っているため、当議案の撤回をお願いするものでございます。大変ご迷惑をおか

けいたします。よろしくお願いいたします。 

●山中議長（山中康樹） 以上で、提出者からの説明は終了いたしました。ただいま説明のあ 

りました議案第９５号、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第６号の撤回について、質

疑はありませんか。ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、質疑を終了します。お諮りをいたします。議案 

第９５号、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第６号の撤回について、これを許可する

ことにご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり。） 

●山中議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがいまして、議案第９５号、平成３０年 

度邑南町一般会計補正予算第６号の撤回につきましては、許可することに決定をいたしま

した。 

●山中議長（山中康樹） ここで、暫時休憩をいたします。 

（事務局が追加議事日程、議案を議員に配布する。） 

―― 午前９時５１分 休憩 ―― 

―― 午前９時５２分 再開 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

追加日程第１ 町長提出議案の上程・説明・質疑 

●山中議長（山中康樹） 再開をいたします。ただいま、町長から、議案第１００号、平成３ 

０年度邑南町一般会計補正予算第７号について、が提出をされました。お諮りをいたしま

す。議案第１００号、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第７号について、を日程に追

加し、追加日程第１として、日程の順序を変更し、ただちに議題といたしたいと思います。

ご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり。） 

●山中議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、議案第１００号、平成３０年度 

邑南町一般会計補正予算第７号について、を日程に追加し、追加日程第１として、日程の

順序を変更し、ただちに議題とすることに決定をいたしました。 
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●山中議長（山中康樹） 追加日程第１、町長提出議案の上程・説明・質疑に入ります。議案 

第１００号、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第７号について、提出者から、提案理

由の説明を求めます。 

～～～○～～～ 

○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） 議案第１００号の提案理由をご説明申し上げます。議案第１００ 

号、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第７号は、歳入歳出それぞれ７，４４０万円を

追加するものでございます。詳細につきましては、企画財政課長から説明をさせますので

よろしくお願いします。 

○柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

○柳川企画財政課長（柳川修司） 議案第１００号、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第 

７号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳入歳

出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ７，４４０万円を追加いたしまして、歳

入歳出予算の総額を１２１億５，１８３万６，０００円とするものでございます。歳入歳

出予算補正の款項の区分及び金額につきましては、２ページから３ページの第１表、歳入

歳出予算補正に記載しております。詳細につきましては、後ほど予算に関する説明書の事

項別明細書で説明させていただきます。第２条地方債の補正でございますが、ページをめ

くっていただきまして４ページをお開きください。第２表地方債補正でございます。追加

分としまして現年発生農地補助災害一般単独災害復旧事業債が、起債の適用区分の変更に

より６２０万円の追加と、現年発生農業用施設補助災害一般単独災害復旧事業債も同じ

く、起債の適用区分の変更により１，８６０万円の追加と、現年発生林道補助災害一般単

独災害復旧事業債も同じく、起債の適用区分の変更により５３０万円の追加とするもので

ございます。変更分は、公営住宅建設事業債が、社会資本整備総合交付金の追加により３

６０万円減額の５，１１０万円に、現年発生農地補助災害復旧事業債が、起債の適用区分

の変更により２，１４０万円減額の２，６２０万円に、現年発生農地小災害復旧事業債が、

測量設計委託料の増により３０万円追加の４６０万円に、現年発生農業用施設補助災害復

旧事業債が、測量設計委託料及び工事請負費の増並びに起債の適用区分の変更により２，

４１０万円追加の３，７７０万円に、現年発生農業用施設単独災害復旧事業債が、測量設

計委託料の増により８０万円追加の１，８６０万円に、現年発生林道補助災害復旧事業債

が、工事請負費の減及び起債の適用区分の変更により１，１４０万円減額の１，４５０万

円に、現年発生林道小災害復旧事業債が、工事請負費の増により４０万円追加の１７０万

円に、現年発生林道単独災害復旧事業債が、新規の工事請負費発生により１９０万円追加

の２８０万円に、現年発生公共土木施設補助災害復旧事業債が、工事請負費の確定による
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事務費計上のため３０万円追加の２４０万円に、林地崩壊防止事業債が、工事請負費の変

更により９０万円減額の５２０万円に限度額をそれぞれ変更するものです。これにより、

地方債の限度額を、限度額の合計を、１５億６，２２５万２，０００円とするものでござ

います。４ページの右側からが予算に関する説明書でございます。表紙をめくっていただ

きますと事項別明細書となっております。１ページから３ページは総括表となっておりま

すので説明に合わせてご確認ください。説明の方は４ページから、説明させていただきま

すので、めくっていただきまして４ページをお開きください。 

はじめに、歳入でございます。主なものを説明させていただきます。１款町税１項町民 

税でございますが、１目個人分の１節現年課税分は、課税対象者の増及び課税標準の増に

より１，６５２万３，０００円の追加とするものでございます。２目法人分の１節現年課

税分は、企業収益の減により１，０９４万２，０００円の減額とするものでございます。

２項固定資産税の１目固定資産税の１節現年課税分は課税標準の決定等により１，１８４

万４，０００円の追加とするものでございます。１１款分担金及び負担金１項分担金の６

目農林水産業費分担金は、農地有効利用支援整備事業の事業費決定による受益者分担金の

減などにより７３６万３，０００円の減額とするものでございます。６ページをお開きく

ださい。同じく、１１款分担金及び負担金１項分担金でございますが、１１目災害復旧費

分担金は、農地災害復旧事業費の測量設計委託料及び工事請負費の減並びに農業用施設災

害復旧事業費の測量設計委託料及び工事請負費の増などにより１６５万１，０００円の追

加とするものでございます。１３款国庫支出金２項国庫補助金でございますが、８目土木

費国庫補助金は住宅分の社会資本整備総合交付金の追加交付により３６７万円の追加と

するものでございます。８ページをお開きください。１４款県支出金２項県補助金でござ

いますが、６目農林水産業費県補助金のうち１節農業費補助金は、新規就農支援事業補助

金が、助成対象者の減などにより３４７万１，０００円の減額に、農地有効利用支援整備

事業費補助金が、事業費決定により７３７万９，０００円の減額に、経営体育成支援事業

補助金が、７月豪雨で江ノ川流域において冠水のため被災した農業機械への補助により２

０３万１，０００円の追加などにより、合計で７８１万５，０００円の減額とするもので

ございます。同じく２項県補助金のうち、１１目災害復旧費県補助金は、農地災害復旧事

業費の測量設計委託料及び工事請負費の減並びに農業用施設災害復旧事業費の測量設計

委託料及び工事請負費の増などにより、合計で２，７３５万円の追加とするものでござい

ます。１０ページをお開きください。１６款寄附金１項寄附金の１目一般寄附金は、ふる

さと寄附の見込み増により１，０００万円の追加とするものでございます。１７款繰入金

２項基金繰入金のうち１目財政調整基金繰入金は、財源調整のため２５３万９，０００円

の追加とするものでございます。１９款諸収入４項受託事業収入の２目その他受託事業収

入は、包括的支援事業受託金のうち社会保障充実分の増によるもので、１４５万円の追加

とするものでございます。１２ページをお開きください。１９款諸収入５項雑入の２目雑
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入６節雑入の全国町村会災害対策費用保険給付金は、加入しております全国町村会災害対

策費用保険において、本年７月豪雨に対しまして全国町村会からの保険給付金の支払いに

よるもので３００万円の追加とするものでございます。２０款町債１項町債でございます

が、先ほど地方債補正で御説明いたしましたので省略させていただきます。 

１４ページをお開きください。歳出でございますが、主なものをご説明申し上げます。 

２款総務費１項総務管理費のうち１目一般管理費の００１職員給与費は、７月豪雨災害の

対応などにより、時間外勤務手当が不足となる見込みで、４１４万３，０００円の追加と

するものでございます。同じく、１目一般管理費のうち００２一般管理費は、ふるさと寄

附金が増となる見込みにより、ふるさと基金への積み立て及びふるさと基金による事業を

合わせて１，０００万円の追加とするものでございます。同じく、１項総務管理費のうち

１１目情報政策費は、電気通信事業特別会計への繰出金の調整により５８６万円の減額と

するものでございます。１６ページをお開きください。３款民生費１項社会福祉費のうち

８目地域支援事業費は、生活支援コーディネーターの活動拠点設置による事業費増などに

より１４５万円の追加とするものでございます。１８ページをお開きください。４款衛生

費１項保健衛生費の１目保健衛生総務費のうち００６直営診療所事業特別会計繰出金は、

直営診療所事業特別会計への繰出金の調整により１２７万２，０００円の減額とするもの

でございます。６款農林水産業費１項農業費のうち２目農業総務費は、９月末をもって退

職をいたしました職員人件費１８９万円の減額とするものでございます。同じく、１項農

業費のうち３目農業振興費の０１０新規就農者支援事業は、助成対象者の減などにより３

４７万円の減額とするものでございます。２０ページをお開きください。同じく、３目農

業振興費のうち０２９経営体育成支援事業補助金事業費は、７月豪雨で江ノ川流域におい

て冠水のため被災した農業機械への補助を行うもので２５３万７，０００円の追加とする

ものでございます。続きまして、５目農地費の００２農道維持費（石見）は、日和トンネ

ルの照明用ランプ購入によるもので１１７万７，０００円の追加とするものでございま

す。同じく、５目農地費の００７農地有効利用支援整備事業は、事業費の決定により１，

４７５万９，０００円の減額とするものでございます。６款農林水産業費２項林業費のう

ち５目治山費は、林地崩壊防止事業の工法変更及び申請工事費確定などにより１７７万

８，０００円の減額とするものでございます。２２ページをお開きください。８款土木費

４項住宅費の１目住宅管理費のうち００１住宅管理総務費は、公営住宅使用料の算定誤り

に伴う還付金及び還付加算金で６４１万６，０００円の追加とするものでございます。 

２４ページをお開きください。１０款教育費３項中学校費の１目学校管理費は、部活動上

位大会への出場に対する補助金の追加交付分及び羽須美中学校の漏水修理によるもので

１９４万７，０００円の追加とするものでございます。２６ページをお開きください。１

１款災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費のうち１目農地災害復旧費の００１農地災

害復旧事業費（現年・補助災害）は、工事箇所数の減などにより２，８７４万１，０００
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円の減額とするものでございます。続きまして、２目農業用施設災害復旧費の００１農業

用施設災害復旧事業費（現年・補助災害）は、工事箇所数は減となったものの工事請負費

の増などにより１億３０９万１，０００円の追加とするものでございます。同じく、２目

農業用施設災害復旧費の００２農業用施設災害復旧事業費（現年・単独災害）は、工事箇

所数の増及び工事請負費の増などにより１２８万８，０００円の追加とするものでござい

ます。続きまして、３目林道災害復旧費の００１林道災害復旧事業費（現年・補助災害）

は、対象路線数の減及び工事箇所数の減などにより１，１３２万５，０００円の減額とす

るものでございます。２８ページをお開きください。同じく、１項農林水産施設災害復旧

費の３目林道災害復旧費のうち００３林道災害復旧事業費（現年・単独災害）は、２路線

２箇所分の工事請負費３０５万９，０００円の追加とするものでございます。以上、地方

自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願

いいたします。 

●山中議長（山中康樹） 以上で、提出者からの説明は終了いたしました。 

～～～○～～～ 

●山中議長（山中康樹） これより、議案第１００号の質疑に入ります。質疑につきましては、 

歳入、歳出全般にわたっての質疑とさせていただきます。質疑の際は、あらかじめページ

数を示して、これを行っていただきますようお願いをいたします。質疑はありませんか。 

●亀山議員（亀山和巳） １２番。 

●山中議長（山中康樹） １２番、亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇと、歳出の方のですね、えぇと、１５ページ。歳出の方 

の１５ページの。上の説明欄で言うと、００２の一般管理費の１７，１８のふるさと基金

管理費、ふるさと基金事業費についてですが。えぇと、これは、この度の補正で寄付金が

１，０００万増えるであろうという、で歳入に入れてあります。それでここで、歳出の方

で言うと、基金管理費というのは、これは寄付金をいただいた正味、町の方へ積立が出来

る金額だ思うのが、これ３３万８千、あぁ、３３０万余り。いうことは、１，０００万い

ただいても、３割しか手元には残らんと。そいで、ここで言うと、えぇと、事業費として

６６０万。７割はその、その費用に掛かってしまうんかいうところと、まぁ、当初の、あ

のぅ、予算の時には４割が残るような。２，０００万入って、４割が積立が出来るような

計算式だった思うんですが、この度はこれ３割になっとるいうところはどういうことかい

うのと。それと最近よく聞きます、総務省が指導されとるいう返礼品については、３割以

内に抑えるようにということがあるのにつ、かけて町内、邑南町ではその返礼品の３割い

うところは、どういう状況なのか。３割以上の返礼品があるのかどうかいうところを二つ

お願いします。 

○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 
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○服部総務課長（服部導士） はい、えぇ、まず返礼品の関係ですけれども、以前にもご説明 

いたしましたけれども、本庁の場合は基本的に、あのぅ、最初の、当初の段階から３割を

維持しておるんですが、中に数点ほど、あのぅ、３割を超えたものがありましたので、こ

れは、関係する業者の方へお願いしまして、３割にすでになっております。その点につい

ては、よろしいかと思いますけれども。まず、あのぅ、今回の補正予算での、えぇ、基金

がまぁ、積立の割合の件でございますけれども、今回１，０００万をお願いしておりまし

て、えぇ、おっしゃったように基本的には４割程度がですね、積み立てることが出来ると

思っております。が、あのぅ、これまぁ、補正予算に、あのぅ、の点ですので、それに関

わることも合わせてご説明したいと思っておりますが。あのぅ、今回ですね、あのぅ、こ

のふるさと寄付の返礼品に対する事務につきまして、今、一括、あのぅ、システムと一緒

に一つの業者の方へお任せをしておりますけど。今回、町内の業者の方に、あのぅ、一部

をでうすね、返礼品に関するとこだけをお願いできるように今、提案募集を今かけており

ます。えぇ、そのためにですね、その、そういう作業を行う段階にあっては、あのぅ、今

現在委託をしております業者の方で、管理をしております返礼品の写真のとこなんですけ

れども、写真については、どうしても映像権がありますので、新しくこれを撮り直す必要

があります。そのために、あのぅ、この写真の撮り直しのための５０万を今回合わせてお

願いをしておりますので、それだけ、あのぅ、基金への積立が減っておりますので、ご理

解いただきたいと思っております。 

●山中議長（山中康樹） ほかにはありませんか。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） はい、無いようですので、議案第１００号の質疑を終わります。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第３ 議案の質疑 

●山中議長（山中康樹） 日程第３、議案の質疑。これより、議案第９１号から議案第９４号 

まで、議案第９６号から議案第９９号までの質疑を行います。はじめに、議案第９１号に

対する質疑に入ります。質疑はありませんか。ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９１号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第９２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●大屋議員（大屋光宏） ７番。 

●山中議長（山中康樹） ７番、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、えぇと、邑学館の宿泊費、寮費の、えぇと、価格の変更です。 

えぇと、今までの２８，０００円っていうのは、私の理解では、実際にかかる経費に対し

て、町が矢上高校振興会を通じて補助をした上で、生徒１人あたりは２８，０００円でい

いですよ、というもんだったと思います。で、この度の３４，０００円っていうのは、実
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際にかかる経費から見た時に、１人３４，０００円かかりますよというものであって、え

ぇと、町の補助がない場合こうですよっていう値段になっています。で、今までは、あの

ぅ、矢上高校の振興ということで町が支援をしてきて、えぇと、寮費、あのぅ、寮費の負

担軽減っていうことをやってましたが、この度はそれが無くて３４，０００円の条例改正

になっとります。えぇと、振興会の予算が来年から無くなる訳では無いということですが、

生徒募集にあたってはパンフレットもホームページも寮費は２８，０００円ですというふ

うに出されております。それらを見ますと、来年度、えぇと、今回３４，００円に改正し

ますが、実際に生徒がかかる、負担すべき寮費というのはいくらになるんですか。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 実際に生徒さんが負担する額がいくらになるのかという

ご質問だというふうに思います。えぇと、今回、ご提案申し上げておりますのは、邑学館

の使用料でございますので、これは、一応、あのぅ、一応っていうか､まぁ、条例上邑学

館の使用料を定めるものでございますので、あのぅ、この３４，０００円に関しましては、

邑学館を運営していく上で必要な使用料ということでご提案申し上げております。そこ

で、あのぅ、今ご質問の寮費が、実際高校生の寮費がいくらになるのかという部分に関し

ましては、あのぅ、すいません、現時点で回答できる内容を持ち合わせておりません。 

●大屋議員（大屋光宏） はい。 

●山中議長（山中康樹） ７番、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） えぇと、今までの２８，０００円というのは、町の補助があった上

で、えぇと、２８，０００円でいいですよっていうのを示してました。この度は、町の補

助が無い場合は３４，０００円で、実際に生徒がいくら負担するかは、今わかりませんっ

ていうのは無責任だと思います。あのぅ、何らかの理由があって１人あたりの寮費を値上

げすべき必要があるのかもしれませんが、値上げをしたとしても、実際来年度からいくら

負担してくださいっていうのをきちっと示すべきだと思うんですけど。町の補助もわから

ないっていうことで示せないということだと思うんです。で、本来であれば、えぇと、３

４，０００円にした上で、町の補助がいくらで、いくらの負担ですよっていうのを合わせ

て出すべき。たとえば、来年度予算の、当初予算の時にこの条例改正をされれば全てがわ

かる訳ですが、今値上げだけを、えぇと、認めてくれっていう条例改正の出し方っていう

のはいかがなもんかと思います。で、過去振り返りますと、あのぅ、振興会の予算は大枠

で言うと４００万に変わりは無いんだと思います。あのぅ、陸上部の支援等もありまして、

若干増えてはありますが、４００万の中で通学支援と寮費補助、合わせてその他の学習支

援等を行ってこられました。で、えぇと、調べられる範囲で手元の資料を見ますと、当初

は４００万の内、１９０万が寮費補助にあたってました。まるまる１９０万が寮の補助だ

ったと思います。あのぅ、生徒からいただいた分と実際にかかる経費の補填が１９０万だ
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った。で、現在は土日の寮の滞在のための食事も出してほしいっていういろいろな要望が

あって、えぇと、２０５、４００万の内２５０万が寮に行ってますけど、実際その内の１

９０万は炊事員の人件費となってますので、えぇと、生徒からいただくお金と実際にかか

る運営費、食費等の材料費の差額の補填は５７万７，０００円しかありません。これが結

果として、寮の食事が量が少ないとか、なかなか、ちょっと、こう、子どもたちの欲する

ものではないっていうとこに影響が出ているんだと思います。あのぅ、本来町が、えぇと、

２８，０００円にしますっていうんであれば、しっかり補填をしてこなか、いけなか、補

填をしなきゃいけなかったのがされてこなかった故に、この度高校は、町の補助が無くて

も出来る運営として、３４，０００円を示されたんだと思います。そうすると、町は今後

どういう支援をするかっていうのを問われとると思うんですが、金額は示せないにして

も、まず来年度どういう方針を持ってやっていくのか。生徒募集として当初から２８，０

００円でいいですよっていうことで、あえて低い値段を示して来た訳ですが、これはもう

やめてしまうのか。一定の支援をした上で、やっていくのか。まず、方針を教えてくださ

い。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） すいません、あのぅ、えぇ、寮費に関する補助金のことに

ついては、あのぅ、現在、先ほども申し上げましたように、基本的な方針は、今年度で言

えば、あのぅ、いわゆる補助は例年どおり行っております。で、３１年度方針については、

えぇと、現在のところでは未定でございます。そこで、ただ、あのぅ、３４，０００円の

根拠というところであろうかというふうに思いますので、あのぅ、先ほどおっしゃってい

ただきました、えぇと、１９０万円あたりのお金はどのようになっているのかという、い

わゆる県が雇用される人件費以外の人件費の部分が、まぁ、１９０万円相当あるというふ

うなご指摘があったと思いますけれども、そのものは、今回の料金値上げで言えば、食費

相当部分の中に、えぇ、込みで計上をしております。これは、あのぅ、適正な委託料を計

算する上で、必ずそれはそれは必要だというふうに認識した上でこちらの方に載せており

ますので。まぁ、そういった部分で食費相当部分について、あのぅ、かかる経費が上がっ

ているのは事実であろうというふうに思います。あと、あのぅ、様々、実績をもとに積算

をしておりますので、それぞれ食費及び舎費ともに上がる計算をしております。 

●大屋議員（大屋光宏） はい。 

●山中議長（山中康樹） ７番、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） あのぅ、一番問題なのは、実際に入る生徒さんがいくら負担をする

かということなんだと思います。今までは、町は寮費の補助をしていたので、えぇと、２

８，０００円でいいですよって言っとりました。実際、まぁ、１０年経ってますので、物

価の上昇等含めれば、寮費が値上げをするっていうのはやむを得ないんだと思いますが。
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あのぅ、いくら想像したって、あのぅ、実際の寮費は３万２、３千円に近いものになるの

かなとおもいます。仮に、たとえば３０，０００円にするっていうことで、４，０００円

補助したとしても、１年間で４８，０００円、１人あたり。それに対して、今の寮生が７

０名を超えてますんで、少なくとも３００万を超える予算が掛かる訳ですけど、現実には

そんなに予算は無い訳です。で、これ、それらを含めて実際に、今の段階でやはり町がい

くら補助が出来て、いくら生徒さんにお願いをしますっていうのを言わないと、高校の方

は町の支援が無くて、みなさん、無い場合は３４，０００円になりますよ。で、町の支援

があればそれより安くなりますっていうだけで、の説明で済む訳ですが、最終的に町がい

くら支援をするからみなさんお願いしますっていう責任を負う訳だと思います。えぇと、

１人あたま６，０００円の支援が出来なければ、当然値上げになると思います。値上げ理

由を含めて町が説明をする責任が出るんだと思います。それを思えば方針なり、予算なり、

合わせてこの度３４，０００円にしますっていう条例改正をしなければ、何をもって議員

なり、私たちは判断をするのかということになります。えぇと、３４，０００円ではある

けれど、実際の負担は、皆さんの頭の中は２８，０００円だと思われとるかもしれないし、

３０，０００円くらいは仕方がないのかなあと思ってるかもしれません。ふたを開けてみ

たら３３，０００円だった。３４，０００円だったっていうと、それは話が違うだろうっ

ていうことになります。それはもう高校もそうだし、入る寮生もそうだと思います。あの

ぅ、まぁ、方針が示されなければ私は納得が出来ないという意味です。って思えば、今の

段階で方針が示すことが出来るのか、約束できるものがどの程度あるのかをお願いしま

す。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） えぇと、この間、矢上高校の寮費と、えぇ、邑学館の使用

料というのは、同額で推移をしてきておりますので、矢上高校と協議を様々してきており

ます。で、えぇ、まず最初に矢上高校側から、寮費値上げについてということでのご提案

がありました。で、それは、先程来出ておりますように、昨今の実績から寮費を値上げを

していかなかったら、仮に町からの補助金が無い場合には、あのぅ、上げ、この額になる

ということで、もう、あのぅ、在学生のみなさんには３，５０００円程度ということでの

ご説明がされてあったというふうに記憶をしております。で、その上で、改めて邑学館と

して使用料を実績にもとづいて算定した結果、３４，０００円ということになりましたの

で、えぇ、３４，０００円になりますよということは、矢上高校の方へはお伝えをしてお

ります。ただ、えぇ、使用料の方が確定したのちに生徒さんへの、改めての説明をすると

いうことでございますので、あのぅ、この時期にやらさしていただきたいということで提

案を申し上げております。で、その上で、矢上高校の寮費として、えぇ、寮に支援をして

いくのか。あるいは入学生の保護者のみなさんに支援していくのかはまだ決定をしており
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ませんし、どのような額で支援をするかっていうことは確定をしておりませんけども、え

ぇ、担当課といたしましては、あのぅ、例年どおりの額でいけるように要求はして参りた

いというふうに思っておりますけれども、現時点でいくらかということに関しては、あの

ぅ、定かでないと、当初一番目の回答のところで申し上げたとおりでございます。 

●山中議長（山中康樹） ほかには無いでしょうか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） はい、無いようですので、議案第９２号の質疑を終わります。続き 

まして、議案第９３号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９３号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第９４号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●大屋議員（大屋光宏） はい。 

●山中議長（山中康樹） ７番、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、えぇと、全員協議会の時にも何度か聞いたんですが、あのぅ、 

学校給食費の値上げということです。あのぅ、先ほどとは話が違いまして、あのぅ、負担

すべきものを、えぇと、保護者に負担してもらう。で、その一部差額については、地産地

消ということで町も負担をするということで、あのぅ、適正な負担に見直すということで

す。あのぅ、平成２０年、２１年頃も値上げについて、かなり話題になっていたんだと思

います。あのぅ、その当時の、時の記憶もちょっとありまして、いろいろ調べておりまし

たら。えぇと、その当時、あのぅ、コメについて、地産地消をすることが出来ないかって

いう話を、議員の方からの質問に対しまして町の方は、学校給食会を通して入れた方が全

農の補助等もあって安く入って、直接入れるとその補助が無いので高くなりますという話

を、が出てました。えぇと、具体的に話をしますと、給食会から購入しますと全農の補助

があって、１キロあたり３３６円。で、その当時は市販の価格が、約、平均して４９０円

ということで、あのぅ、地産地消を進めるよりは給食会を通した方がいいですということ

でした。まぁ、その当時に比べれば米価もかなり下がっているところではありますが。え

ぇと、現在はコメの仕入れがほぼ１００％地元ということになっとると思います。あのぅ、

現在のコメの仕入れ価格がどの程度かっていうのをわかれば教えていただきたいと思い

ます。それともう１点。えぇと、これ農林振興課長になるのかなと思うんですけど。あの

ぅ、先般の全協でも、僕ちょっと感情的になった部分はあったんですが。あのぅ、地産地

消を進めるっていうことは、えぇと、業者にとって、たとえば学校給食会とかにとっては、

仕入れコストの増大になるのか、そうではないのか。あのぅ、個人のお店と、まぁ給食会

っていうと、あのぅ、入れるロット数、量がかなり違いますので、それに対応出来る農家

の規模も限られてくるのかもしれません。そういうことを見た時に、地産地消を進めると

いうことは、僕はまぁ、地産地消を理由に補填するということは地元産は高いというイメ
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ージが付くからいやだっていう話をしましたが、冷静に考えると規模等も考えれば、ある

意味コスト高になる部分もあるのかなと思っとります。あのぅ、そういう面から、様々な

面から見た時に、給食で地産地消を進めるっていうことは、コスト高になるのかならない

のか、の一般的な見解を聞かしていただければと思います。２点お願いします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） はい、あのぅ、それでは地産地消すると原価が上がるか上 

がらないかという部分について、先に考え方をご説明させていただきたいと思いますが。

あのぅ、たとえば石見和牛の場合ですと、えぇ、通常の給食会を通じて入れるものよりは

高いということはあるのかもしれないなと思っております。ただ、それは、あのぅ、給食

会を通じて入るものと石見和牛とのそのグレードの違いというふうに理解すべきではな

いかなというふうに思います。また、他の野菜でありますとか、につきましては、あのぅ、

地元の直売所あたりから入れておるものについては、あぁ、他から入れるものより安い場

合もあると思いますので、これは一概には言えないのではないかなというふうに思ってお

ります。 

●大屋議員（大屋光宏） 質問を変えてもいいですか。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） あのぅ、具体的にコメの値段が、地元から入れるといくらですかっ

ていって、具体的すぎて答えに困られたんだと思います。あのぅ、質問を変えると、今でも

給食会から入れた方が補助が有るのか無いのか、地元から入れるとどうなのか。どちらが高

い安いかでいいのでわかれば教えてもらえばとおもいます。 

●大屋議員（大屋光宏） はい。 

●山中議長（山中康樹） 大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、農林振興課長の答弁からもあったように、あのぅ、石見和牛 

を使うことは高くなるのはよくわかります。それに対して今まで、一般的な牛肉を使うの

と石見和牛を使う価格差っていうことで補填してたんだと思います。それは、２％は正し

いんだと思います。で、野菜に関しては、あのぅ、一概に高いとは言えないっていうこと

でした。安い時もあるし高いときもあるっていうことは、平均すればそんなに変わらない

ということだと思います。で、コメがもし、給食会で入れるより地元産が高ければ、そこ

に対して補填をしているって意味で、あのぅ、地産地消っていうんじゃなくて、地元産の

コメを使うことに対しての支援ですよって言い方に変えてもらえれば、あのぅ、地産地消

進めるために補助しますっていうことであれば、やはり全体が高くなる。どこが高くなる

から補助しますっていう方がわかりがいいのかなっていうことで、まぁ、野菜は変わらな

いってことであれば、残りはコメとか、たとえば地元産の豚肉を使う場合もそうなんだと

思います。あのぅ、明らかに高くなる部分に対して、地元産を使うことに対して支援をし
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ますっていう言い方に変えてもらうと誤解が無くいいのかなと思いますんで。そこを含め

て研究していただければと思います。するか、研究するしないの答弁をいただければと思

います。 

○土居教育長（土居達也） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 土居教育長。 

○土居教育長（土居達也） はい、あのぅ、研究さしていただきます。えぇと、コメについて 

は、えぇ、地元と契約をすれば新米が早く食べられるという利点もあるということで、給

食会から仕入れていない理由の一つもそういったところにある、あります。 

●山中議長（山中康樹） 質疑の途中でございますが、ただいまから、暫時休憩といたします。 

（議事中断） 

―― 午前１０時３５分 休憩 ―― 

―― 午前１０時４０分 再開 ―― 

○洲濵学校教育課長（洲濵浩敏） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 洲濵学校教育課長。 

○洲濵学校教育課長（洲濵浩敏） 先ほどの学校給食、コメの値段ですが、学校給食会をとお 

して入れた方が高い、地元のＪＡさんから入れるより高いか安いかにつきましては、えぇ、

学校給食会をとおした方が安い。ＪＡ産の場合は、学校、１キロあたり４円５０銭ほど給

食会のコメよりも高くなります。 

●山中議長（山中康樹） ７番議員さんいいですか。ほかには無いでしょうか。ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９４号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第９６号から議案第９９号までの質疑につきましては、歳入、歳出全般にわたっての

質疑とさせていただきます。質疑の際は、あらかじめページ数を示して、これを行ってい

ただきますようお願いをいたします。はじめに、議案第９６号に対する質疑に入ります。

質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９６号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第９７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●亀山議員（亀山和巳） 議長。 

●山中議長（山中康樹） １２番、亀山議員。 

●亀山議員（亀山和巳） はい、えぇと、昨日の説明の時には、えぇと、あぁ、ごめんなさい、 

５ページの歳入ですが、えぇと、昨日の説明の時には、地域勤務医師応援事業として、県

の方から１００万円の、あのぅ、補助が入ってくると。ほいで、これは矢上診療所の医師

の交通費に対して、二分の一県が援助してくれると伺いました。それで、この１００万円

というものが、えぇと、上限で１００万円なのか、どうか。それ以上、たとえば２００万
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ならちょうど１００万の、二分の一になりますし。３００万かかっとっても１００万しか

入らんいうことですよね。そいで、そこのタクシーの状況と、それと７ページの支出、歳

出の方で見ますと、うんと、県からは１００万円援助をしていただくんですが、ここでは

使用料及び賃借料のところへ、８２万８，０００円の減額になっとりますが、これはタク

シーの借り上げ料等だいうことで、あのぅ、委員会の説明書には載っとります。そいで、

補助金が入るのにタクシーの使用料は８０何万減額になる。いううことは、今度は、総額

が下がってくると、歳入の方の二分に一にも影響するんではないかと思われますので、こ

の、えぇと、交通費についての状況を教えてください。 

○種町民課長（種由美） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 種町民課長。 

○種町民課長（種由美） はい、最初に県からの補助金につきましては、上限額が１００万円 

ということで、そちらの方で一般財源の方を減額しておりますが、えぇと、矢上診療所の

医師の送迎につきましては、最初、当初予算でタクシー借り上げ料を入れておりました。

ですが、実際運営してみますと、あのぅ、タクシー借り上げ料のみでなく、町の方の公用

車を使って送迎にも切り替えておりますので、そちらの方の組替えもございますし、ので、

ここが金額はその相殺分の組替え分が補正で上がっているという形になります。失礼いた

しました。あのぅ、矢上診療所の予算は当初予算ではなくて、補正予算で議決していただ

いております。そちらの方の最初に出して、出しておきましたタクシー借り上げ料が、タ

クシーだけではなく公用車での医師の送迎とか、医師の方が、えぇと、送迎、タクシーの

送迎は大田市駅から矢上診療所までを想定しておりましたが、先生がご自宅から大田市駅

に来られるまでの交通費の方は、県の負担金でみておりました。ですが実際、県と運営上

協議しました結果、県の負担金とは別に、あのぅ、医師の方に交通費として支給するとい

うことに決まりましたので、そちらの方が旅費の方に組替えになっております。そういっ

たもろもろの組替えの方の補正額が今回、あのぅ、計上している補正額でございます。 

●亀山議員（亀山和巳） はい。 

●山中議長（山中康樹） １２番。 

●亀山議員（亀山和巳） 説明いただきましたが、そうすると、えぇと、当初思うとったタク 

シーでなしに公用車を使ったりして、ということで費用が少のうなった。いうことですが、

県から二分の一を、で１００万が上限で、ここで１００万円入ってくるいうことは、総額

で言うと、いまだ、あのぅ、このタクシー代は８２万減額されても、２００万以上の費用

がかかっとると理解すりゃあいいですか。 

○種町民課長（種由美） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 種町民課長。 

○種町民課長（種由美） はい、おっしゃいますとおり、２００万を少し超えております。今、 

手元には、申請書を私持っておりませんけども、あのぅ、タクシー借り上げ料と公用車を
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運転するにあたりまして、マイクロバス運転手さんをお願いしておりますので、そういっ

た賃金もございますし、代診医の先生の交通費の方も入った上での補助となっておりま

す。 

●山中議長（山中康樹） ほかにはありませんか。ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９６号の質疑を終わります。続きまして、 

えぇ。訂正をいたします。無いようですので、議案第９７号の質疑を終わります。続きま

して、議案第９８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９８号の質疑を終わります。続きまして、 

議案第９９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９９号の質疑を終わります。以上で、議 

案第９１号から議案第９４号まで、議案第９６号から議案第９９号までの質疑は、終了い

たしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

散会宣告 

●山中議長（山中康樹） 以上で、本日の日程は、すべて議了いたしました。本日は、これに 

て散会といたします。 

―― 午前１０時４８分 散会 ―― 
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会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 
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